
関西学院大学アカウンティングスクール関西学院大学アカウンティングスクール関西学院大学アカウンティングスクール関西学院大学アカウンティングスクール    

「「「「公認内部監査人（公認内部監査人（公認内部監査人（公認内部監査人（CIACIACIACIA））））講座講座講座講座」」」」    
 

 

【講座概要】【講座概要】【講座概要】【講座概要】    

「財務報告の信頼性に係る内部統制報告制度」（J-SOX）や「国際財務報告基準」（IFRS）

に代表されるように、企業を取り巻く経営環境が激変する中で、近年、内部監査の重要性

が認識されています。 

また、内部監査を実施する内部監査人の能力についても、第三者的な認定の要求が高ま

り、内部監査に関わる世界標準資格である「公認内部監査人（CIA）」が注目されるように

なりました。CIAは内部監査人の唯一国際的な資格であり、企業における業務に精通した

プロフェッショナルとして、経営者の信頼を得るために非常に有益な資格であるといえま

す。 

本「公認内部監査人（CIA）講座」は、関西学院大学アカウンティングスクールのカリ

キュラムと講義内容を最大限に利用しつつ、CIA試験で求められる知識の修得を到達目標

とします。 

 

【担当講師】【担当講師】【担当講師】【担当講師】    

天野雄介氏（東和薬品株式会社）経営戦略研究科非常勤講師 

 公認内部監査人 / 税理士 / 経営学修士 / 法学修士  

 

【講義予定および講座開催日程】【講義予定および講座開催日程】【講義予定および講座開催日程】【講義予定および講座開催日程】    

①講義予定 

➢１日 2コマ（90分講義×2コマ）×5日：計 10コマ 

➢開講時間：10時 30分～13時 30分 

➢開講場所：大阪梅田キャンパス 

➢1日当たり講義の概要：講義（90分）、演習（60分）、解説（30分） 

②講座開催日程 

回回回回    開催開催開催開催日日日日    各回の講座テーマ各回の講座テーマ各回の講座テーマ各回の講座テーマ    会場会場会場会場    

第１回 9月 30日(日) 「講義の説明と内部監査の概要」 1408 

第 2回 10月21日(日) 「内部監査プロセス（内部監査計画～フォローアップ）」 1408 

第 3回 10月28日(日) 
「内部監査実施に必要なスキルと知識（各業務プロセスの理

解、不正、監査ツール等）」 
1408 

第 4回 11月 4日(日) 「情報技術（IT基礎知識と企業情報システム）」 1408 

第 5回 11月 11日(日) 「IT内部監査」 1408 

 

【受講対象者】【受講対象者】【受講対象者】【受講対象者】    

関西学院大学アカウンティングスクール（会計専門職専攻）在学生、修了生および

研修員 

 

 

 



【【【【受講料受講料受講料受講料】】】】    

無 料 

 

【教科書【教科書【教科書【教科書および推奨問題集および推奨問題集および推奨問題集および推奨問題集】】】】    

① 担当講師が講座内で配布する資料 

② CIA試験参考問題集 

③ GLEIM CIA Review【日本語版】 

 (注) ②および③の書籍の取扱いについては、第 1 回目の講義の際に説明し、指示します

ので、それまでに購入する必要はありません。なお、この書籍は一般の書店では取り扱

っておらず、日本内部監査協会での購入となります。 

 

【参考資料】【参考資料】【参考資料】【参考資料】    

① IIA『内部監査の専門職的実施の国際基準』 

② 『ストーリーでわかる内部監査態勢の構築』同文舘出版 

③ 『CIA(公認内部監査人)試験重要ポイント&問題集（改訂版）』日本能率協会マネジ

メントセンター 

(注) ①の資料は http://www.iiajapan.com/guide/kijun.htm より印刷の上、出席す

ること。また、入門書として、②の書籍の第 1編を予め読んでおくと理解しやすい。

③は試験のガイドラインのようなものとしては良いのですが、最新の改訂がまださ

れていないので参考資料として興味のある方のみご覧いただければと思います。 

 

【その他】【その他】【その他】【その他】    

①CIA制度や試験の内容等に関して、8月 8日(水)午後 7時より、大阪梅田キャンパス

(1005教室)で説明会を開催しますので、興味のある方はご参加ください。なお、説明

会の内容等については、別途、説明会の案内書を参照してください。 

②資料の準備等の都合がありますので、受講希望者は西尾宇一郎（経営戦略研究科教授。

メール・アドレスは下記）まで、メールでご連絡ください。なお、その際、在学生は

学生番号、研修員は研修員番号、研修員以外の修了生は在学時の学生番号を付記して

ください。 

③講座に関する問合せも西尾までお願いします。 

 メール・アドレス uchanman@kwansei.ac.jp 

 

以上 


